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名
和
町
か
ら

平
成
16
年
度
人
権
擁
護

特
設
相
談
所
開
設
日

　

人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と
・
心
配

ご
と
の
ご
相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
開
設
予
定
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆
会
場

　

名
和
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

農
地
流
動
化

農
地
流
動
化

　

農
地
を
有
効
に
利
用
す
る
意
欲

の
あ
る
人
へ
農
地
の
利
用
権
を
移

す
こ
と
で
、
安
心
し
て
貸
し
借
り

で
き
、
意
欲
の
あ
る
人
が
経
費
規

模
の
拡
大
、
有
効
利
用
が
で
き
る

よ
う
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
い
く

こ
と
で
す
。

利
用
権
設
定

利
用
権
設
定

　

「
農
地
を
一
度
貸
し
た
ら
返
し

て
も
ら
え
な
い
」
と
い
う
農
地
所

有
者
が
た
く
さ
ん
で
き
た
た
め
、

町
が
策
定
し
た
計
画
に
よ
り
貸
し

借
り
を
お
こ
な
い
、
期
限
が
来
た

ら
安
心
し
て
返
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
た
も
の
で
す
。
続
け
て
貸

し
借
り
を
す
る
人
は
再
設
定
を
し

ま
す
。

利
用
権
設
定
の
手
続
き

利
用
権
設
定
の
手
続
き

①
農
業
委
員
会
が
定
め
た
利
用
権

設
定
明
細
書
で
貸
し
手
、
借
り
手

が
貸
し
借
り
の
契
約
を
し
、
農
業

委
員
会
へ
提
出
す
る

②
農
業
委
員
会
の
同
意
を
得
て
、

町
が
農
用
地
利
用
集
積
計
画
と
し

て
公
告
を
し
て
、
利
用
権
が
設
定

さ
れ
ま
す
。　

安心できる貸し借りで農地の有効利用を !

出し手 受け手

相談・話し合い

農用地利用集積

計画案の作成

農業委員会の決定

公告

期限がくれば返還

※継続して貸すこともできます。

※離作補償の問題はありません。

町
が
手
続
き

農業委員
相談 相談

農業委員会

( 農地銀行 )

利用権の管理

利用権の設定

農地を借りたい !

★規模拡大をはかりたい

★大型機械や施設をもっ

と効率よく使いたい

受け手

誰かに貸したい !

★年もとったし、後継者

もいない

★ほかの仕事があり、農

業に手がまわらない

出し手

何

で
も
相談

してくださ

い
!
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重
度
障
害
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
の
交
付
に
つ
い
て

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は
２
級

・
療
育
手
帳
Ａ

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

　

の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い

て
、（
施
設
入
所
中
の
方
は
対
象
外

で
す
）
年
間
6
千
円
分
の
タ
ク
シ
ー

券
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
手
帳
と
印
鑑
を

お
持
ち
の
う
え
、
福
祉
保
健
課
に
て

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
祉
保
健
課(

☎ 

54
‐
５
２
０
７)

◆
開
設
日

　

毎
月
第
2
・
第
3
・
第
4
水
曜
日

◆
時
間

　

午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で

◆
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

　

名
和
町
で
は
、
橋
本
省
吾
氏
、
伊

藤
清
氏
、
竹
中
稔
氏
に
人
権
擁
護
委

員
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

※
来
年(

平
成
17
年)

1
月
の
第
3

　

水
曜
日
に
は
法
務
局
職
員
も
相
談

　

に
あ
た
り
ま
す
。

平成16年春季農作業労働賃金標準額表平成16年春季農作業労働賃金標準額表

3月15日の
3歳児健診で
むし歯のなかった
おともだちです

舩田　悠ちゃん
（御来屋11区）

中瀬　翔ちゃん
（ひかりが丘）

角田真子ちゃん
（大塚）

平野　葵ちゃん
（御来屋南区）

松田諒介ちゃん
（上福）

冨谷力斗ちゃん
（御来屋港区）

春
季
農
作
業
労
働
賃
金
の

　
　
　
　

改
正
に
つ
い
て

　

名
和
町
農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
16

年
度
春
季
農
作
業
労
働
賃
金
の
標
準
額

を
左
表
の
と
お
り
定
め
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

(

☎ 

54
‐
５
２
０
６)

※
な
お
、
梨
に
つ
い
て
は
西
部
果
樹

協
会
で
協
定
賃
金
が
決
定
さ
れ
ま
す

の
で
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
名
和
町
支
所

果
実
部
（
☎
54
‐
３
１
３
１
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

作　業　名 名和町標準額 備　　　考
田　植　日　当 6,400 円

８時間労働

ま
か
な
い
な
し

一　般　労　務 6,400 円

機
械
作
業

畦畔草刈作業 1,800 円 １時間当たりの賃金
防除作業 1,000 円

10 アール当たり
防除作業は薬剤費
依頼者負担

荒起こし 5,900 円
荒起こし
（イタリアンの跡）

7,000 円

荒かき 2,500 円
代かき 5,200 円
機械田植 6,500 円

飼料刈 ミヤコ刈 3,300 円
イタリアン刈 3,900 円

葉
た
ば
こ

植
付
仮　植 800 円

１時間当たりの賃金
本　植 800 円

収　　　穫 800 円
葉　あ　み 800 円
たばこ調理 800 円
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鳥
取
県
か
ら

「
未
来
を
ひ
ら
く
鳥
取
学
」

　
　
　
　

受
講
生
募
集

  

と
っ
と
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
主
催
の

講
座
「
未
来
を
ひ
ら
く
鳥
取
学
」
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
よ
な
く
愛
す
る
ふ
る

さ
と
鳥
取
を
盛
り
上
げ
、
見
つ
め
直

し
、
も
っ
と
鳥
取
を
好
き
に
な
る
、

そ
ん
な
講
座
で
す
。 

県
内
講
師
が
中

心
で
す
の
で
、
鳥
取
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
世
界
を
探
求
で
き
ま
す
。

◆
受
講
内
容

①
教
育
・
福
祉
②
産
業
③
人
権
④
自

然
・
環
境
⑤
国
際
化
⑥
健
康
・
生
活

⑦
歴
史
・
文
化
の
各
分
野
で
す
。

※
第
１
回
目
は
、
５
月
22
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
か
ら
3
時
30
分
。
作

曲
家
の
石
田
光
輝
氏
の
講
演
「
歌
で

結
ぶ
心
と
心 

〜
盲
導
犬
と
の
出
会

い
〜
」
で
す
。

◆
会
場

西
部
会
場
（
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
ほ
か
）

◆
受
講
料　

無
料

◆
申
し
込
み
締
め
切
り

　
　
　

５
月
７
日
（
金
）

  

は
が
き
に
受
講
会
場
（
西
部
会
場
）、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住

所
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
次
の

宛
て
先
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
６
８
０
‐
０
８
４
６  

鳥
取
市
扇
町
21

　

鳥
取
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内

と
っ
と
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
本
部

（
☎
０
８
５
７
‐
21
‐
２
２
８
２
）

名
和
診
療
所
に

　

田
村
啓
達
所
長
着
任

　

こ
の
た
び
名
和
診
療
所
の
小
畑
哲

哉
所
長
が
鳥
取
中
央
病
院
に
転
勤
に

な
り
、
新
し
く
田
村
啓
達
所
長
が
着

任
し
ま
し
た
。

　

田
村
所
長
は
、
こ
れ
ま
で
2
年
間

日
南
町
の
日
南
病
院
で
、
地
域
に
密

着
し
た
医
療
活
動
を
お
こ
な
っ
て
き

ま
し
た
。
着
任
に
あ
た
り
田
村
所
長

は
、「
積
極
的
に
地
域
に
溶
け
込
ん

で
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
健
康
を
守

る
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。
4
月
1
日
か
ら
診
療
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
室
を

　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

く
ら
し
の
中
の
疑
問
に
、
消
費
生

活
相
談
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

　

悪
徳
商
法
・
欠
陥
商
品
な
ど
の
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
西
部
消
費
生
活
相
談
室
】

　

米
子
市
末
広
町
74
番
地(

米
子
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
4
階)

☎　

34
‐
２
６
４
８
、２
６
６
８

℻  　

34
‐
２
６
７
０

◆
相
談
受
付
時
間

　

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

　
　
　
　

(

土
・
日
・
祝
日
は
休
み)

職
員
の
人
事
異
動

　

4
月
1
日
付
け
で
、
次
の
と
お
り

職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

【
異
動
】　
　
　

※(　

)

内
は
旧
任

▼
産
業
振
興
課
長
補
佐(

総
務
課
長

補
佐)

荒
松
義
博
▼
住
民
生
活
課
長

補
佐(
公
民
館
館
長
補
佐
兼
教
育
委

員
会
事
務
局
課
長
補
佐)

二
宮
寿
博

▼
公
民
館
主
査
兼
社
会
教
育
主
事

(

総
務
課
主
査)
竹
村
秀
明
▼
産
業

振
興
課
主
事(

鳥
取
県
事
務
吏
員)

松
井
明
宏
▼
名
和
保
育
所
長
補
佐

(

庄
内
保
育
所
長
補
佐)

森
下
美
佐

子
▼
庄
内
保
育
所
長
補
佐(

名
和
保

育
所
長
補
佐)

池
本
純
子
▼
光
徳
保

育
所
長
補
佐(

御
来
屋
保
育
所
長
補

佐)

菊
井
和
恵
▼
御
来
屋
保
育
所
長

補
佐(

光
徳
保
育
所
長
補
佐)

小
谷

篤
子
▼
名
和
保
育
所
主
任
調
理
師

(

庄
内
保
育
所
主
任
調
理
師)

立
花

俊
子
▼
光
徳
保
育
所
主
任
調
理
師

(

名
和
保
育
所
主
任
調
理
師)

桑
本

礼
子
▼
庄
内
保
育
所
主
任
調
理
師

(

光
徳
保
育
所
主
任
調
理
師)

河
崎

孝
子
▼
庄
内
小
学
校
用
務
員(

学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員)

枝
谷
昌
紀

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員(

庄

内
小
学
校
用
務
員)

中
井
麻
美

【
新
規
採
用
】

▼
名
和
診
療
所
長　

田
村
啓
達
▼
福

祉
保
健
課
主
事
補　

妹
尾
昌
彦

【
退　

職
】　
　
　
　
　

3
月
31
日
付

▼
住
民
生
活
課
長
補
佐　

中
川
千
賀

子
▼
産
業
振
興
課
主
任　

近
藤
大
介

▼
名
和
診
療
所
長　

小
畑
哲
哉
▼
産

業
振
興
課
長
補
佐　

浅
見
浩
行

新
規
採
用
職
員
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

福祉保健課主事補
妹尾　昌彦

お
世
話
に

　
　

な
り
ま
す
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労
働
保
険
の
「
年
度
更

新
」
は
お
済
み
で
す
か
？

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
15
年
度
の
確
定
保
険
料
申
告

と
平
成
16
年
度
の
概
算
保
険
料
の
納

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
5
月

20
日
ま
で
に
は
年
度
更
新
手
続
き
を

完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
集
合
受
付
日
程(

西
部
地
区)

美
保
基
地
航
空
祭

　
　
　

実
施
の
お
し
ら
せ

　

平
成
16
年
度
美
保
基
地
航
空
祭
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
航
空
自
衛

隊
創
立
50
周
年
。
み
な
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

5
月
16
日(

日)

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

◆
場
所　

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
内

　
　
　
　
　
　

(
境
港
市
小
篠
津
町)

◆
内
容(

天
候
等
の
理
由
に
よ
り
変

更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

①
航
空
自
衛
隊
創
立
50
周
年
記
念

　
　

写
真
パ
ネ
ル
展

　
　

航
空
機
記
念
塗
装

②
航
空
機
地
上
展
示

③
航
空
機
展
示
飛
行

④
主
要
装
備
品
展
示(

20
ミ
リ
対
空

機
関
砲
、
携
帯
Ｓ
Ａ
Ｍ
、
移
動
式
警

戒
レ
ー
ダ
ー
、
消
防
車
な
ど)

⑤
イ
ベ
ン
ト(

フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ
ル
、

沖
縄
舞
踊
エ
イ
サ
ー
、
映
画
会
、
Ｓ

Ｌ
日
本
海
、
模
擬
売
店
な
ど)

※
自
家
用
車
の
基
地
乗
り
入
れ
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
会
場
周
辺
に
は
無
料
駐
車
場
を
用

意
す
る
予
定
で
す
が
、
混
雑
が
予
想

人の動き（3月末現在）

世帯数　2,333 戸 ( －　2)

人　口　7,493 人 ( － 13)

  男　　 3,591 人 (　　0)

  女　　 3,902 人 ( － 13)

  転 入 37 人　転 出 47 人

  出 生　5人　死 亡 　8 人

　

例
年
よ
り
少
し
早
く
、町
の
花「
さ

く
ら
」
が
、
今
年
も
町
内
各
所
で
美

し
い
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

桜
の
季
節
は
別
れ
の
季
節
。
そ
し

て
、
新
た
な
出
会
い
の
季
節
で
す
。

名
和
町
役
場
で
も
、
4
人
の
仲
間
の

門
出
を
見
送
り
、
2
人
の
新
し
い
仲

間
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
町
制
施
行
50
周
年
の

記
念
の
年
。
そ
し
て
、
合
併
を
控
え

た
名
和
町
最
後
の
年
で
す
。

　

節
目
の
年
に
、
こ
れ
ま
で
の
49
年

間
、
歴
代
の
広
報
担
当
者
が
「
記
録

し
」「
伝
え
」
続
け
て
き
た
町
の
広

報
紙
を
ひ
も
と
き
、
そ
の
責
任
の
重

大
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
、
広
報

担
当
2
年
目
の
春
。
町
民
の
み
な
さ

ん
に
、
積
極
的
に
町
行
政
に
参
画
し

て
い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
方

の
「
今
」「
こ
の
瞬
間
」
を
残
し
て

い
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

国
・
そ
の
他
の

　
　

機
関
か
ら

　

農
林
水
産
省
で
は
、新
た
な
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
策
定
に
向

け
、
国
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
農
政
改

革
に
関
す
る
意
見
を
募
集
し
て
い
ま

す
。提
出
し
て
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

同
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
郵
送
、
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、鳥
取
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
新
た
な
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
策
定
に
向

け
」
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.tottori.info.m

aff.go.jp/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
国
四
国
農
政
局

　

鳥
取
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー

〒
６
８
０
‐
０
８
４
２　

鳥
取
市
吉
方

１
０
９　

鳥
取
第
3
地
方
合
同
庁
舎

　

☎
０
８
５
７
‐
23
‐
１
３
３
９

　

℻  
０
８
５
７
‐
37
‐
０
４
２
８

農
政
改
革
に
関
す
る

　

意
見
を
募
集
し
ま
す

長
期
固
定
金
利
の

住
宅
ロ
ー
ン
が
新
登
場

　

銀
行
・
信
用
金
庫
と
住
宅
金
融
公

庫
が
協
力
し
て
新
型
住
宅
ロ
ー
ン
が

誕
生
し
ま
し
た
。
借
入
時
点
の
金
利

が
最
長
35
年
続
く
、
全
期
間
固
定
金

利
の
住
宅
ロ
ー
ン
で
す
。
途
中
で
金

利
や
支
払
額
が
変
わ
る
こ
と
な
く
、

ま
た
、
民
間
の
検
査
機
関
が
住
宅
を

検
査
す
る
の
で
安
心
で
す
。特
徴
は
、

①
保
証
料
不
要
②
融
資
限
度
額
が
5

千
万
円
ま
で(

所
要
資
金
の
8
割
が

上
限)

③
繰
上
返
済
手
数
料
が
不
要
、

な
ど
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先
】

住
宅
金
融
公
庫
中
国
支
店

　

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
８
７
１
６

　

U
R
L

　

h
ttp://w

w
w
.jyuk

ou.g
o.jp

さ
れ
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
の

ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※
基
地
と
駐
車
場(

Ｊ
Ｒ
大
篠
津
駅

付
近
、
飛
行
場
南
地
区)

間
を
民
間

の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス(

有
料)

が
運
行

さ
れ
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
渉
外
室

　
　

広
報
班(

☎
45
‐
０
２
１
１)

月　日 時間等 会　場
4月 26 日 ( 月 ) 10:00～ 15:00 米子食品会館大ホール
4月 27 日 ( 火 ) 10:00～ 15:00 境港商工会議所展示室

日野町山村開発センター
小会議室

5月 6日 ( 木 ) 10:00～ 15:00 米子食品会館大ホール
5月 12 日 ( 水 )
5 月 13 日 ( 木 ) 9:30 ～ 15:00
5 月 20 日 ( 木 ) 10:00～ 15:00 米子労働基準監督署

【
問
い
合
わ
せ
先
】

鳥
取
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

(

☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
２) ※鳥取労働局労働保険徴収室でも受け付けています。


